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(57)【要約】
　【課題】燃料噴射ポンプの調量精度の低下を抑制する
ことができるディーゼルエンジンを提供する。
　【解決手段】エンジンオイル１４が、ガバナ収容ケー
ス４のオイル流出口１８を介してポンプ収容ケース１の
内底部に流れ込んだ後、ポンプ収容ケース１のオイル流
出口２０を介して調時伝動ギヤケース１１内に流れ込み
、オイルパン１３内に戻るようにした、ディーゼルエン
ジンにおいて、ポンプ収容ケース１の底壁２８に燃料噴
射カム軸３と平行なねじポンプ２１が設けられ、このね
じポンプ２１のオイル吸い込み口２２がガバナ収容ケー
ス４の内底部に開口され、このねじポンプ２１のオイル
吐出口２３が調時伝動ギヤケース１１内に向けて開口さ
れ、ガバナ収容ケース４の内底部のエンジンオイル１４
が、ねじポンプ２１を介して調時伝動ギヤケース１１内
に搬送されるようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンプ収容ケース(１)に燃料噴射ポンプ(２)が収容され、この燃料噴射ポンプ(２)の下
方に燃料噴射カム軸(３)が架設され、ポンプ収容ケース(１)の一端側にガバナ収容ケース
(４)が設けられ、このガバナ収容ケース(４)内にメカニカルガバナ(５)が収容され、燃料
噴射カム軸(３)の一端側にガバナウェイト(６)が取り付けられ、このガバナウェイト(６)
にガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)が連携され、ガバナレバー(７)の出力部(９)に
燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結され、ポンプ収容ケース(１)の他端側
が調時伝動ギヤケース(１１)に取り付けられ、燃料噴射カム軸(３)の他端側に燃料噴射カ
ムギヤ(１２)が取り付けられ、この燃料噴射カムギヤ(１２)が調時伝動ギヤケース(１１)
内に収容され、
　オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１４)がオイルポンプ(１５)の圧送力でガバナレ
バー(７)に供給されるようにし、ガバナ収容ケース(４)とポンプ収容ケース(１)との隔壁
(１７)にガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)が設けられ、ポンプ収容ケース(１)
と調時伝動ギヤケース(１１)との隔壁(１９)にポンプ収容ケース(１)のオイル流出口(２
０)が設けられ、ガバナレバー(７)からガバナ収容ケース(４)の内底部に落下したエンジ
ンオイル(１４)が、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)を介してポンプ収容ケー
ス(１)の内底部に流れ込んだ後、ポンプ収容ケース(１)のオイル流出口(２０)を介して調
時伝動ギヤケース(１１)内に流れ込み、オイルパン(１３)内に戻るようにした、ディーゼ
ルエンジンにおいて、
　ポンプ収容ケース(１)の底壁(２８)に燃料噴射カム軸(３)と平行なねじポンプ(２１)が
設けられ、このねじポンプ(２１)のオイル吸い込み口(２２)がガバナ収容ケース(４)の内
底部に開口され、このねじポンプ(２１)のオイル吐出口(２３)が調時伝動ギヤケース(１
１)内に向けて開口され、
　ガバナ収容ケース(４)の内底部のエンジンオイル(１４)が、ねじポンプ(２１)を介して
調時伝動ギヤケース(１１)内に搬送されるようにした、ことを特徴とするディーゼルエン
ジン。
【請求項２】
　請求項１に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　ガバナレバー(７)にエンジンオイル(１４)を供給するオイルポンプ(１５)をクランク軸
で駆動するに当たり、
　ねじポンプ(２１)もクランク軸で駆動されるようにした、ことを特徴とするディーゼル
エンジン。
【請求項３】
　請求項２に記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　ねじポンプ(２１)のロータ(２４)の一端部にねじポンプギヤ(２５)が設けられ、
　燃料噴射カムギヤ(１２)のリム(２６)の内周に内歯(２７)が設けられ、この内歯(２７)
にねじポンプギヤ(２５)が噛合している、ことを特徴とするディーゼルエンジン。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載されたディーゼルエンジンにおいて、
　ねじポンプ(２１)のロータ(２４)の一端部にねじポンプギヤ(２５)が設けられ、
　ねじポンプ(２１)のオイル吐出口(２３)からねじポンプギヤ(２５)に向けてエンジンオ
イル(１４)が吐出されるようにした、ことを特徴とするディーゼルエンジン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディーゼルエンジンに関し、詳しくは、燃料噴射ポンプの調量精度の低下を
抑制することができるディーゼルエンジンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来のディーゼルエンジンとして、本発明と同様、ポンプ収容ケースに燃料噴射ポンプ
が収容され、この燃料噴射ポンプの下方に燃料噴射カム軸が架設され、ポンプ収容ケース
の一端側にガバナ収容ケースが設けられ、このガバナ収容ケース内にメカニカルガバナが
収容され、燃料噴射カム軸の一端側にガバナウェイトが取り付けられ、このガバナウェイ
トにガバナレバーのガバナ力入力部が連携され、ガバナレバーの出力部に燃料噴射ポンプ
の燃料調量部が連動連結され、ポンプ収容ケースの他端側が調時伝動ギヤケースに取り付
けられ、燃料噴射カム軸の他端側に燃料噴射カムギヤが取り付けられ、この燃料噴射カム
ギヤが調時伝動ギヤケースに収容され、
　オイルパン内のエンジンオイルがオイルポンプの圧送力でガバナレバーに供給されるよ
うにし、ガバナ収容ケースとポンプ収容ケースとの隔壁にガバナ収容ケースのオイル流出
口が設けられ、ポンプ収容ケースと調時伝動ギヤケースとの隔壁にポンプ収容ケースのオ
イル流出口が設けられ、ガバナレバーからガバナ収容ケースの内底部に落下したエンジン
オイルが、ガバナ収容ケースのオイル流出口を介してポンプ収容ケースの内底部に流れ込
んだ後、ポンプ収容ケースのオイル流出口を介して調時伝動ギヤケース内に流れ込み、オ
イルパン内に戻るようにしたものがある(例えば、特許文献１参照)。
【０００３】
　この従来のディーゼルエンジンでは、ポンプ収容ケースの内底部に流れ込んだエンジン
オイルで、燃料噴射カム軸の燃料噴射カムが潤滑される利点がある。
　しかし、従来のディーゼルエンジンでは、ガバナ収容ケースから調時伝動ギヤケースへ
のオイル流出経路がポンプ収容ケースの内底部を経るルートに限定されているため、問題
がある。
【０００４】
【特許文献１】特開平７－１６６８３２号公報(図１～図３参照)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来技術では、次の問題がある。
　《問題》　メカニカルガバナによる燃料噴射ポンプの調量精度が低下する。
　ガバナ収容ケースから調時伝動ギヤケースへのオイル流出経路がポンプ収容ケースの内
底部を経るルートに限定されているため、回転する燃料噴射カム軸の燃料噴射カムが壁と
なり、ポンプ収容ケースの内底部でのエンジンオイルの通過が妨げられ、ガバナ収容ケー
スの内底部にエンジンオイルが過剰に溜まることがある。このため、ガバナウェイトがエ
ンジンオイルに深く浸かり、ガバナウェイトの作動がエンジンオイルの大きな抵抗を受け
、その抵抗が外乱となり、メカニカルガバナによる燃料噴射ポンプの調量精度が低下する
。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を解決することができるディーゼルエンジン、すなわち、燃料噴
射ポンプの調量精度の低下を抑制することができるディーゼルエンジンを提供することを
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る発明の発明特定事項は、次の通りである。
　図１(Ａ)に例示するように、ポンプ収容ケース(１)に燃料噴射ポンプ(２)が収容され、
この燃料噴射ポンプ(２)の下方に燃料噴射カム軸(３)が架設され、ポンプ収容ケース(１)
の一端側にガバナ収容ケース(４)が設けられ、このガバナ収容ケース(４)内にメカニカル
ガバナ(５)が収容され、燃料噴射カム軸(３)の一端側にガバナウェイト(６)が取り付けら
れ、このガバナウェイト(６)にガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)が連携され、ガバ
ナレバー(７)の出力部(９)に燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結され、ポ
ンプ収容ケース(１)の他端側が調時伝動ギヤケース(１１)に取り付けられ、燃料噴射カム
軸(３)の他端側に燃料噴射カムギヤ(１２)が取り付けられ、この燃料噴射カムギヤ(１２)
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が調時伝動ギヤケース(１１)内に収容され、
　図２(Ａ)に例示するように、オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１４)がオイルポン
プ(１５)の圧送力でガバナレバー(７)に供給されるようにし、図１(Ｂ)に例示するように
、ガバナ収容ケース(４)とポンプ収容ケース(１)との隔壁(１７)にガバナ収容ケース(４)
のオイル流出口(１８)が設けられ、図１(Ｃ)に例示するように、ポンプ収容ケース(１)と
調時伝動ギヤケース(１１)との隔壁(１９)にポンプ収容ケース(１)のオイル流出口(２０)
が設けられ、図１(Ａ)に例示するように、ガバナレバー(７)からガバナ収容ケース(４)の
内底部に落下したエンジンオイル(１４)が、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)
を介してポンプ収容ケース(１)の内底部に流れ込んだ後、ポンプ収容ケース(１)のオイル
流出口(２０)を介して調時伝動ギヤケース(１１)内に流れ込み、オイルパン(１３)内に戻
るようにした、ディーゼルエンジンにおいて、
　図１(Ａ)に例示するように、ポンプ収容ケース(１)の底壁(２８)に燃料噴射カム軸(３)
と平行なねじポンプ(２１)が設けられ、図１(Ｂ)に例示するように、このねじポンプ(２
１)のオイル吸い込み口(２２)がガバナ収容ケース(４)の内底部に開口され、図１(Ｃ)に
例示するように、このねじポンプ(２１)のオイル吐出口(２３)が調時伝動ギヤケース(１
１)内に向けて開口され、
　図１(Ａ)に例示するように、ガバナ収容ケース(４)の内底部のエンジンオイル(１４)が
、ねじポンプ(２１)を介して調時伝動ギヤケース(１１)内に搬送されるようにした、こと
を特徴とするディーゼルエンジン。
【発明の効果】
【０００８】
　（請求項１に係る発明）
　《効果》　燃料噴射ポンプの調量精度の低下を抑制することができる。
　図１(Ａ)に例示するように、ガバナ収容ケース(４)の内底部のエンジンオイル(１４)が
、ねじポンプ(２１)を介して調時伝動ギヤケース(１１)内に搬送されるようにしたので、
ガバナ収容ケース(４)の内底部にエンジンオイル(１４)が過剰に溜まることがない。この
ため、ガバナウェイト(６)がエンジンオイル(１４)に深く浸かることがなく、ガバナウェ
イト(６)の作動がエンジンオイル(１４)で大きな抵抗をうける不具合が回避され、この外
乱に起因する燃料噴射ポンプ(２)の調量精度の低下を抑制することができる。
【０００９】
　《効果》　ねじポンプが周辺部品の配置の妨げにならない。
　図１(Ａ)に例示するように、ポンプ収容ケース(１)の底壁に燃料噴射カム軸(３)と平行
なねじポンプ(２１)が設けられるので、ねじポンプ(２１)がメカニカルガバナ(５)や調時
伝動ギヤケース(１１)内の調時伝動ギヤトレイン(２９)と干渉せず、ねじポンプ(２１)が
周辺部品の配置の妨げにならない。
【００１０】
　（請求項２に係る発明）
　請求項１に係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　エンジン回転数の増加でガバナ収容ケースの内底部にエンジンオイルが過剰
に溜まるのを防止することができる。
　図２(Ａ)に例示するように、ガバナレバー(７)にエンジンオイル(１４)を供給するオイ
ルポンプ(１５)をクランク軸で駆動するに当たり、図１(Ａ)に例示するように、ねじポン
プ(２１)もクランク軸で駆動されるようにしたので、エンジン回転数が増加してオイルポ
ンプ(１５)の駆動速度が増加し、ガバナレバー(７)へのエンジンオイル(１４)の供給量が
増加すると、同様にねじポンプ(２１)によるエンジンオイル(１４)の搬送量も増加する。
このため、エンジン回転数の増加でガバナ収容ケース(４)の内底部にエンジンオイル(１
４)が過剰に溜まるのを防止することができる。
【００１１】
　（請求項３に係る発明）
　請求項２に係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
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　《効果》　新たなギヤを追加することなく、ねじポンプギヤを駆動することができる。
　図１(Ｃ)に例示するように、ねじポンプ(２１)のロータ(２４)の一端部にねじポンプギ
ヤ(２５)が設けられ、燃料噴射カムギヤ(１２)のリム(２６)の内周に内歯(２７)が設けら
れ、この内歯(２７)にねじポンプギヤ(２５)が噛合しているので、新たなギヤを追加する
ことなく、ねじポンプギヤ(２５)を駆動することができる。
【００１２】
　（請求項４に係る発明）
　請求項１から請求項３のいずれかに係る発明の効果に加え、次の効果を奏する。
　《効果》　ねじポンプで搬送されるエンジンオイルによってねじポンプギヤが潤滑され
る。
　図１(Ｃ)に例示するように、ねじポンプ(２１)のロータ(２４)の一端部にねじポンプギ
ヤ(２５)が設けられ、ねじポンプ(２１)のオイル吐出口(２３)からねじポンプギヤ(２５)
に向けてエンジンオイル(１４)が吐出されるようにしたので、ねじポンプ(２１)で搬送さ
れるエンジンオイル(１４)によってねじポンプギヤ(２５)が潤滑される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。図１から図３は本発明の実施形態に係
るディーゼルエンジンを説明する図で、この実施形態では、立形多気筒ディーゼルエンジ
ンについて説明する。
【００１４】
　本発明の実施形態の概要は、次の通りである。
　図３に示すように、シリンダブロック(３０)の上部にシリンダヘッド(３１)が取り付け
られ、シリンダブロック(３０)の前部に調時伝動ギヤケース(１１)が取り付けられている
。調時伝動ギヤケース(１１)の横端部(３１)はシリンダブロック(３０)の横側面(３２)よ
りも横側に張り出され、この横端部(３１)の後壁(４８)に燃料噴射ポンプユニット(３３)
が取り付けられている。
【００１５】
　燃料噴射ポンプユニットの構成は、次の通りである。
　燃料噴射ポンプユニット(３３)は、ポンプ収容ケース(１)とガバナ収容ケース(４)とそ
の内部部品と燃料噴射カムギヤ(１２)からなる。
　図１(Ａ)に示すように、ポンプ収容ケース(１)に燃料噴射ポンプ(２)が収容され、この
燃料噴射ポンプ(２)の下方に燃料噴射カム軸(３)が架設され、ポンプ収容ケース(１)の後
端側にガバナ収容ケース(４)が設けられ、このガバナ収容ケース(４)内にメカニカルガバ
ナ(５)が収容され、燃料噴射カム軸(３)の後端側にガバナウェイト(６)が取り付けられ、
このガバナウェイト(６)にガバナレバー(７)のガバナ力入力部(８)が連携され、ガバナレ
バー(７)の出力部(９)に燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結され、ポンプ
収容ケース(１)の前端側が調時伝動ギヤケース(１１)に取り付けられ、燃料噴射カム軸(
３)の前端側に燃料噴射カムギヤ(１２)が取り付けられ、この燃料噴射カムギヤ(１２)が
調時伝動ギヤケース(１１)内に収容されている。
【００１６】
　図１(Ａ)に示すように、燃料噴射ポンプ(２)はプランジャを備えた列形噴射ポンプであ
り、燃料噴射カム軸(３)は４枚の燃料噴射カム(３４)と１枚の燃料フィードポンプカム(
３５)とを備えている。燃料噴射カム軸(３)の後端部は、ガバナ収容ケース(４)内に突出
され、この後端部にウェイトホルダ(３６)を介してガバナウェイト(６)が揺動自在に取り
付けられるとともに、ガバナスリーブ(３７)が前後摺動自在に取り付けられ、ガバナウェ
イト(６)の揺動がガバナスリーブ(３７)の前後摺動を介してガバナレバー(７)のガバナ力
入力部(８)に伝達されるようになっている。ガバナレバー(７)の出力部(９)には連動板(
３８)を介して燃料噴射ポンプ(２)の燃料調量部(１０)が連動連結されている。燃料調量
部(１０)は燃料調量ラックである。燃料噴射カムギヤ(１２)は燃料噴射カム軸(３)の前端
部に外嵌固定され、クランク軸(図外)のクランクギヤ(図外)からアイドルギヤ(３９)を介



(6) JP 2010-71231 A 2010.4.2

10

20

30

40

50

して駆動される。クランクギヤとアイドルギヤ(３９)と燃料噴射カムギヤ(１２)とを含む
調時伝動ギヤトレイン(２９)は、調時伝動ギヤケース(１１)内に収容されている。
【００１７】
　図２(Ａ)に示すように、オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１４)がオイルポンプ(
１５)の圧送力でガバナレバー(７)に供給されるようにし、図１(Ｂ)に示すように、ガバ
ナ収容ケース(４)とポンプ収容ケース(１)との隔壁(１７)にガバナ収容ケース(４)のオイ
ル流出口(１８)が設けられ、図１(Ｃ)に示すように、ポンプ収容ケース(１)と調時伝動ギ
ヤケース(１１)との隔壁(１９)にポンプ収容ケース(１)のオイル流出口(２０)が設けられ
ている。
　図１(Ａ)に示すように、ガバナレバー(７)からガバナ収容ケース(４)の内底部に落下し
たエンジンオイル(１４)が、ガバナ収容ケース(４)のオイル流出口(１８)を介してポンプ
収容ケース(１)の内底部に流れ込んだ後、ポンプ収容ケース(１)のオイル流出口(２０)を
介して調時伝動ギヤケース(１１)内に流れ込み、オイルパン(１３)内に戻るようにしてい
る。
【００１８】
　図１(Ａ)に示すように、ガバナ収容ケース(１)のオイル流出口(１８)は、燃料噴射カム
軸(３)を軸受けする後側ボールベアリング(４０)の下方に設けられている。図１(Ｃ)に示
すように、ポンプ収容ケース(１)のオイル流出口(２０)は、燃料噴射カム軸(３)を軸受け
する前側ボールベアリング(４１)で構成されている。
【００１９】
　ガバナレバーの潤滑構造は、次の通りである。
　図２(Ａ)に示すように、ガバナ収容ケース(４)内にガバナレバー枢軸(４２)が架設され
、ガバナレバー(７)にボス(４５)が取り付けられ、このボス(４５)がガバナレバー枢軸(
４２)に外嵌され、枢支部(１６)が構成されている。ガバナレバー枢軸(４２)にはその中
心軸に沿う軸内オイル通路(４３)が設けられ、オイルパン(１３)内のエンジンオイル(１
４)がオイルポンプ(１５)の圧送力で軸内オイル通路(４３)に供給されるようになってい
る。ガバナレバー枢軸(４２)の軸長方向中央部は小径部(４４)とされ、この小径部(４４)
とボス(４５)との間に給油隙間(４６)が設けられ、小径部(４４)の径方向にオイル流出孔
(４７)が設けられ、オイル流出孔(４７)で軸内オイル通路(４３)と給油隙間(４６)が連通
され、軸内オイル通路(４３)からオイル流出孔(４７)を経て給油隙間(４６)に給油が行わ
れるようにしてある。この給油隙間(４６)に供給されたエンジンオイル(１４)は、ガバナ
レバー枢軸(４２)とボス(４５)との隙間を通過して、ガバナ収容ケース(４)の内底部に落
下する。
【００２０】
　図１(Ａ)に示すように、ポンプ収容ケース(１)の底壁(２８)に燃料噴射カム軸(３)と平
行なねじポンプ(２１)が設けられ、図１(Ｂ)に示すように、このねじポンプ(２１)のオイ
ル吸い込み口(２２)がガバナ収容ケース(４)の内底部に開口され、図１(Ｃ)に示すように
、このねじポンプ(２１)のオイル吐出口(２３)が調時伝動ギヤケース(１１)内に向けて開
口され、図１(Ａ)に示すように、ガバナ収容ケース(４)の内底部のエンジンオイル(１４)
が、ねじポンプ(２１)を介して調時伝動ギヤケース(１１)内に搬送されるようにしている
。図中に矢印で、エンジンオイル(１４)の流れを示す。
【００２１】
　図１(Ａ)に示すように、燃料噴射カム軸(３)は前後方向に架設され、ねじポンプ(２１)
はポンプ収容ケース(１)の底壁(２８)の肉壁内に前後方向に向けて形成されている。ねじ
ポンプ(２１)は、外周に螺旋溝を備えたロータ(２４)を備えている。
【００２２】
　図２に示すように、ガバナレバー(７)にエンジンオイル(１４)を供給するオイルポンプ
(１５)をクランク軸で駆動するに当たり、ねじポンプ(２１)もクランク軸で駆動されるよ
うにしている。
　具体的には、図１(Ｃ)に示すように、ねじポンプ(２１)のロータ(２４)の一端部にねじ
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が設けられ、この内歯(２７)にねじポンプギヤ(２５)が噛合している。また、ねじポンプ
(２１)のオイル吐出口(２３)からねじポンプギヤ(２５)に向けてエンジンオイル(１４)が
吐出されるようにしている。
　オイルポンプ(１５)はクランク軸で駆動されるトロコイドポンプである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係るディーゼルエンジンで用いる燃料噴射ポンプユニットを
説明する図で、図１(Ａ)は縦断側面図、図１(Ｂ)は図１(Ａ)のＢ矢視部拡大図、図１(Ｃ)
は図１(Ａ)のＣ矢視部拡大図である。
【図２】図１の燃料噴射ポンプユニットのメカニカルガバナの説明図で、図２(Ａ)は縦断
正面図、図２(Ｂ)はガバナレバーの枢支部の縦断正面拡大図である。
【図３】本発明の実施形態に係るディーゼルエンジンの模式平面図である。
【符号の説明】
【００２４】
(１) ポンプ収容ケース
(２) 燃料噴射ポンプ
(３) 燃料噴射カム軸
(４) ガバナ収容ケース
(５) メカニカルガバナ
(６) ガバナウェイト
(７) ガバナレバー
(８) ガバナ力入力部
(９) 出力部
(１０) 燃料調量部
(１１) 調時伝動ギヤケース
(１２) 燃料噴射カムギヤ
(１３) オイルパン
(１４) エンジンオイル
(１５) オイルポンプ
(１７) 隔壁
(１８) オイル流出口
(１９) 隔壁
(２０) オイル流出口
(２１) ねじポンプ
(２２) オイル吸い込み口
(２３) オイル吐出口
(２４) ロータ
(２５) ねじポンプギヤ
(２６) リム
(２７) 内歯
(２８) 底壁
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